附件3-2

2014 International Workshop Outline
*theme/ 「COLOR HUNTING // Dai Fujiwara ＋Shih Chien University workshop 3rd : Inter-Travel Design “Powerful Photo Point”」  

*grand concept/ Regional Contribution Design

*basic content 1-5:
1/ 
社会全体、または地域で人々がよく写真を撮っているところに注目する。
地域の人々や観光客に、その場の活性化と観光客の集客を考えたデザインをおこなって、地域社会に貢献する。
焦點於社會全體以及地區人們常拍照紀錄生活的行為。
對地區社會貢獻，可以活化地區以及吸引當地居民和讓觀光客聚集的設計

2/ 
調査としてアンケートや公共など資料から、ニーズを確認する。プレゼンではそのデータを提出すること。
可以利用問卷調查或公共資料以及新聞報導……等資料收集提出主題研究報告

3/ 
美しい夕日のベストポイント、美しい町並みを写真に撮るところなど。
高台、ビル、ベンチ、お店、その他プロダクト、フードデザインなど環境も考えたデザイン。範囲は自由。
リアル、実際に使えるアイデアを考えること。
例如：best point 美麗的夕陽、美麗的街道照片、小山丘、大廈、長板凳、店家……等等，或其他product, food design等。

也考慮到的設計範圍自由思考及真實性，實際可以使用的idea

4/  
環境に優しい色を考え、カラーハントを行ない成果物にその色を用いる。
思考運用環境周遭和諧的色彩，將其color hunting運用在成果發表的作品上

5/  
できるだけ最終物に近いモデル、デザイン画CG、movie（動画）で表現をすること。

盡可能最後設計產物的表現接近實品、CG設計圖或動畫呈現

 

Dai Fujiwara’s note 2014.1.10

テーマ：

「COLOR HUNTING // Dai Fujiwara ＋Shin Chien University workshop 3rd : Inter-Travel Design " Powerful Photo Point "」  

グランドコンセプト：

地域貢献デザイン　（Regional contribution Design　）

内容：

１　Feb//11th  orientation　＋　research

▶オリエンテーションと調査を開始する。公共など資料から、人々のニーズを確認する。
プレワークとして、現場リサーチと「アンケート」とってもらう。（翌日グループ発表）
ターゲットは、「人々がよく写真を撮っているところ。」
取っている対象は、人、風景、何でも良い。街の中で、
多くの人が、同じ場所で写真を取りたがるところを探し、調査する。
ただし、目的は、観光資源となるように考える。
確定方向和開始調查，從公開或公共的資料裡收集，確認人們需要什麼。
現場調查和問卷調查（隔天各組報告）

對象目標是：人們常拍照的地方
拍攝對象：人物、風景…什麼都可以。調查出城市裡人們常拍攝照片的位子所在。主要目的是找出具有觀光價值的據點為考量

２　Feb//12th  

▶Dai lecture: color hunting & order method or ranking workshop 

１１日の内容nグループ発表する。
Daiのレクチャー
講演、制作活動

３  Feb//13th

▶research＋making ranking＋Design1

制作活動

４ Feb//14th  Design2＋Design3

▶制作活動

５ Feb//15th  Presentation

▶発表、講評、帰国

